
可…誘導 不可…病院搬送

学校外の被災状況確認

①必要に応じ子どもの心のケア
　　　　　　　　（専門家・関係機関との連携）
②学校施設・設備の復旧
③教育課程の再編成

対策本部
学校再開に
向けた対応

事後の対応

対策本部

★可　　救急車等を誘導
★不可　緊急搬送の必要な負傷者を病院搬送

下校不可

被災情報から児童の下校可否を判断

★可　可能な限り職員が引率し児童は集団下校

★不可　児童の安全確保と保護者連絡下校可

緊急車両誘導班
兼病院搬送班

負傷者への応急手当

行方不明者の捜索
負傷者の救出

救護班

避難誘導班
兼負傷者救出

緊急車両の出動

重要書類の搬出

対策本部

避難誘導班
兼負傷者救出

①消防車等を誘導（誘導の経路を確保）
②消火栓の場所等、必要情報を提供

児童生徒の避難誘導

緊急車両の誘導
緊急車両誘導班
兼病院搬送班

重要書類
搬出班

①原則地震発生時の授業等担当者が避難誘導
②「地震発生時の心得」を徹底させ安全迅速
　に避難
③避難場所到着後は人員点呼、負傷の有無を
　確認、負傷者を救護班へ搬送
※津波が想定される場合、安全な避難場所へ

地震時の学校対応マニュアル（岩野小学校）

発生時の即時対応

地震発生

児童生徒へ安全確保指示

対策本部を設置

授業者等
避難誘導班

○「地震発生時の心得（下記参照）」に従い、
　大声で指示し、児童の安全を確保

強い揺れを感じたら（地震発生時の心得一部抜粋）
○机の下にもぐり込むか、「落ちてこない、
　倒れてこない、移動してこない、われない」
　場所に避難する。扉を開けて避難経路を確
　保する。塀などから離れて姿勢を低くする。

○負傷者や出火等の情報があれば迅速に本部
　へ連絡

①事務職員を中心に可能な限り搬出
②搬出後の確認と保管場所の確保

①避難指示を受けて、保健室静養中の児童を
　避難させ、救急用品を搬出（出動準備）
②負傷者多数の場合、重症度・緊急度を考慮
　し応急手当、病院への搬送の指示

①行方不明者の捜索
②負傷者の救出と救護班への搬送

初期
消火

消火班

緊急車両誘導班
兼病院搬送班

①避難経路と避難場所を決定し、校内放送で
　避難指示（放送が使えない場合は大声）
②消防署への通報（１１９番）※必要に応じて
③校長（本部長）が緊急対応を指示
　ア「消火班」「避難誘導班」「緊急車両誘導
　　班」「重要書類搬出班」の出動
　イ「救護班」の準備
④教育委員会への第一報（被害の概要報告、
　必要に応じ応援要請）

①消火器を集め可能な限り初期消火を実施
②連絡係を決め、状況を随時本部に連絡

○道路、橋、建物等、校区内の被災状況を
　確認し、対策本部に報告

全職員

避難所の開設 市町村

全職員

連携　　協力

①市町村災害対策本部に協力し、使用可能な
　学校施設・設備の確認と使用準備
②校内使用制限区域の表示等

○災害対策本部の指示に従い、避難所の運営に
　協力（関係機関、団体との協力）

学校に留め安全確保
（保護者への引き渡し）

全職員

揺れが収まったら

負傷者への

事務室書類

・職員履歴書

・備品台帳

火災発生

児童の下校は可能か



○避難場所に集合する際は、整列して着座し、人員確認を正確・迅速に行う。

「地震発生時の心得」
※非常事態に備え、日頃から児童へ指導を徹底しておくこと

○火気使用の場合は直ちに消火し、ガスの元栓を閉め、電気器具のコンセントを抜く。
○避難指示の校内放送（または教職員の大声）を正確に聞き、避難経路、避難場所を確認する。
○特に屋内では、「押さない、走らない、しゃべらない、戻らない、近づかない」避難態度
　に徹し、上靴のまま避難する。
○パニックに陥らずに安全・迅速に避難する。
○集団から離れて逆戻りしない

【津波被害が想定される地域では】
あらかじめ設定してある安全な二次避難場所に早急に避難し、警報・注意報が解除されるまでは避
難場所にとどまる。

火災が発生したら

○火災を発見したら、非常ベルを押し、迅速に教職員に連絡する。
○煙が充満している場合は、ハンカチ等を口に当て、姿勢を低くして避難する。
○防煙対策のため、ハンカチを常時携帯する。

避難場所に到着したら

○屋内にいる場合は、慌てて屋外に飛び出さず、落下物や倒壊による被害を避けるため、
　棚、ロッカー、窓ガラス等から離れ、机の下等に潜り込むか、「落ちてこない、倒れて
　こない、移動してこない、割れない」場所に避難する。動ける余裕がある場合は、避難
　経路を確保するため戸を開けておく。なお、屋外にいる場合は、校舎や塀、倒壊する可
　能性の高い工作物などから離れて姿勢を低くする。

強い揺れを感じたら

強い揺れがおさまったら


